様式例②【誓約書】
誓　約　書

○○大学（以下「甲」という。）と△△が平成○○年○○月○○日に契約した共同研究、研究題目「□□□」（以下「本研究」という。）において、本研究に学生が参加するにあたり、研究代表者(指導教員)及び学生は下記内容について確認し、それぞれの履行義務について遵守することを誓約致します。

１．本研究の研究協力者として学生が参加することは、教育上有意義であること。

２．学生は、自己の意思と責任で、本研究に参加すること。

３．指導教員は、本研究へ学生が参加するにあたり参加を強要するなど、教育を受ける権利を阻害しないこと。

４．学生は、本研究の契約内容を理解し、本研究の契約書に定める甲の研究協力者として本研究に参加すること。

５．学生は、本研究の契約書で秘密を保持する旨が規定された秘密情報、ノウハウを、秘密保持期間内、適切に管理し、第三者へ漏洩しないこと。

６．学生は、前項の秘密情報、ノウハウについて、卒業等により身分に変更があった場合においても第三者へ漏洩しないこと。
７．学生は、本研究の研究成果として発明等の知的財産を創出し、甲が当該知的財産を承継することを決定した場合には、当該知的財産を甲に譲渡すること。なお、譲渡後に当該知的財産の活用により甲に収入が有った場合、甲は、○○大学○○規程に基づく対価の配分を学生に行う。
上記の事項について、承諾の上本研究に参加致します。

平成○○年○○月○○日

　（研究科長※１）　　殿

　　　　　　　　　　

研究代表者(指導教員)：　　　　　　　　　学生（※２）：　　　　

所　属　　　　　　　　　　　　　　　　所　属
氏　名（自筆）　　　　　　　　　　　　氏　名（自筆）
印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
（誓約書様式例の解説）

本誓約書は企業等との共同研究において、雇用契約の無い学生が参加する場合に使用するものである。

なお、本例は共同研究に学生が参加する際の様式の一例であって、例えば、大学、学生及び指導教員の三者間契約にするなどの方法も考えられる。また、誓約書について大学が受領した際は、その写しを学生に交付するなど、管理運用方法についても各大学で検討する必要がある。

※１　大学の共同研究の方法や、管理体制等の実情により、部局長や学長等に適宜修正して使用する。

※２　未成年の学生の場合は、法定代理人と連名にして使用する。
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